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第 3 回日中国際シンポジウムは, 2008 年度情報社会
システム研究所プロジェクト研究 ｢高齢者の健康観の検
討 ～経年比較および国際比較を中心に～｣ の一環とし
て, 2008 年 11 月 1日 (土) に南京大学にて実施された.
本シンポジウムを開催する目的・経緯, 他は ｢けんけ
ん｣ (日本福祉大学健康科学研究所ニュースレター) の
No. 1 (p. 18-20) で既に報告した.
本プロジェクト研究の目的を要約すれば, 任と岡川が











場を改めて報告する予定である. また, 日本側の 3 名
(小林培男社会福祉学部教授, 岩岡研典富山大学大学院
医学薬学研究部准教授, および著者) の発表内容は,
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2001 年, 国務院の ｢中国における障害者事業 15 の計画
概要｣ によれば, 障害者に対する大学教育に新たな展開
があり, ここ 5年間の累計で, 一般の大学・大学院入試
のボーダーラインの人数は 1.8 万人, 合格者は 1.6 万人,
特殊教育の大学・大学院の合格者は 4067 人であった.
現在, 大学の在学生中, 傷害のある学生, 病弱学生, 障
































多方面の教育内容を含ませ, 体育保健は, その中では 1



















要求でも, 学生のすべての要求でもない. このため, こ
の教科の名称は検討する価値がある.

















し, 社会を形成する存在である. 社会の人とは, 孤立






低位関係, である. 個人の行為に基づく場合, 個人と
個人の関係, 個人と集団の関係, および集団間の関係,
となる.“障害学生グループ”を社会との関係の中で
















































































































ければ, 安全に進めるのがよい, と思っており, 体育
の授業は往々にして形式的に流れている. 計画される
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達度が変わる, ということがある. 本報告では, 保健体
育の授業を受ける学生の特徴と太極拳運動のやり方に基








は, 毎年 100 人以上である. 2004～2005 年度の統計で
は, 第 1 学期が 84 人, 第 2 学期が 87 人, 2005～2006
年度では, 第 1学期が 72 人, 第 2 学期が 66 人, 2006～
2007 年度では, 第 1 学期が 77 人, 第 2 学期が 55 人,
2007～2008 年度では, 第 1 学期が 146 人 (その内, 約
50 名は再履修の学生であった), 第 2 学期が 93 人 (そ
の内, 約 16 名は再履修), であった. 2007～2008 年度
第 2学期の 93 人に対して調査を行い, 慢性病患者 59 名
(心臓病, 高血圧症, 気胸, 腎炎, 貧血, 網膜剥離, 他),
手術後のリハビリテーション対象者 7名, 肢体損傷 8名
(半月板損傷, 骨折), 小児麻痺による下肢障害者 2名,
肥満 1 名であり, その他 16 名の再履修学生は病弱学生










































1 . 原地站 2 . 呼吸引
3 . 野分 4 . 狸猫洗
5 . 膝拗 6 . 倒卷
7 . 	雀尾 8 . 云手
9 . 抱臂推掌 10. 燕子炒水
接金独立
11. 越女穿梭 12. 如封似
以上, 基本動作の練習時にそれぞれの動作時間で練
習量をコントロールする. また, 循環練習し, 回数で
練習量をコントロールする.








技法 1 虚靈頂勁：太極拳を練習する際, 常に端正
な表情を保ち, 百会穴 (ひゃくえけつ) が軽く上へ持
ち上がるということを指す. このため, 太極拳を練習
する際に最も基準となる要領の 1つである.


















技法 4 用意不用力：太極拳の練習過程で, 先ず必














(肩を落とす), 墜肘 (肘を落とす), 舒指 (指をのば
す), 座腕 (腕をおろす)”がある.
技法 6 太極拳呼吸方法：一は自然呼吸, 二は太極
拳呼吸である. 自然呼吸は呼吸・拳の構え・動作のバ
ランスに注意しすぎず, 構え・動作の基本に則った上





























































































内容/週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
基本動作 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
基本技法 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
動作の学習 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
太極拳学習 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
試験 ＊ ＊
